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陽子質量は電子質量の1836.152 672 47 (80) 倍、これはリュードベリ定数
に次いで高精度で知られている基礎物理定数である。我々は最近「反陽子ヘリウム
原子」という奇妙な原子のレーザー分光を用い、反陽子と電子の質量比を、陽子・
電子質量比に迫る精度で決定し、現在も更に高精度をめざす努力を重ねている。
講演では、CERNで行っている反陽子原子分光実験の詳細、物質と反物質の対称性
検証の意義、基礎物理定数決定への貢献などについて述べる。
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